
安
倍
自
民
党
に
属
す
る
国
会
議
員

が
言
う
社
会
の
価
値
基
準
が
「
生
産

性
」
だ
と
す
れ
ば
、
障
が
い
者
、
高

齢
者
、
病
弱
者
な
ど
社
会
的
な
ハ
ン

デ
ィ
を
持
つ
多
く
の
人
は
「
生
き
る

価
値
が
な
い
」
こ
と
に
な
り
、
社
会

保
障
関
係
費
の
多
く
は
必
要
な
く
な

り
ま
す
。
こ
の
考
え
の
延
長
は
、
介

護
、
年
金
、
医
療
な
ど
の
社
会
保
障

費
の
公
的
負
担
の
削
減
や
、
生
活
保

護
受
給
の
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
う
し
た
政
治
家
の
差
別
暴
言
が
社

会
に
反
映
し
、
生
活
保
護
世
帯
へ
の

「
バ
ッ
シ
ン
グ
」
な
ど
も
数
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

「
明
日
は
我
が
身
」
と
の
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も

が
社
会
的
弱
者
に
な
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
ま
す
し
、
人
は
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
生
き
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

実
は
差
別
問
題
は
こ
れ
だ
け
に
と

ど
ま
り
ま
せ
ん
。
人
種
、
民
族
、
肌

の
色
、
文
化
な
ど
に
よ
る
差
別
も
あ

り
ま
す
。
在
日
韓
国
人
や
朝
鮮
人
、

中
国
人
な
ど
に
対
す
る
民
族
差
別
の

暴
言
や
威
嚇
は
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」

と
し
て
全
国
で
行
わ
れ
て
お
り
、
と

て
も
悲
し
い
こ
と
で
決
し
て
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

か
つ
て
「
優
生
思
想
」
に
よ
る
差

別
を
徹
底
し
、
障
が
い
者
、
ユ
ダ
ヤ

人
、
政
権
に
抵
抗
す
る
社
会
活
動
家

な
ど
を
大
量
虐
殺
し
た
の
が
ナ
チ
ス

で
し
た
。
ド
イ
ツ
は
こ
の
歴
史
を
真

剣
に
反
省
し
、
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」

は
社
会
的
犯
罪
と
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を

は
じ
め
た
日
本
は
、
他
の
国
々
を
超

越
し
た
、
万
世
一
系
の
「
天
皇
」
を

い
だ
く
神
の
国
と
し
て
「
八
紘
一
宇
」

を
掲
げ
、
中
国
を
は
じ
め
他
国
を
侵

略
す
る
こ
と
を
正
当
化
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
へ
の
反
省
は
安
倍
政
権

下
、
未
だ
生
か
さ
れ
ず
、
他
国
と
の

関
係
も
真
に
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
で
定

め
ら
れ
た
障
が
い
条
件
を
ご
ま
か
し
、

雇
用
率
を
底
上
げ
し
た
中
央
省
庁
や

自
治
体
な
ど
の
問
題
が
発
覚
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
、
労
働
の
「
生
産
性
」

を
底
流
と
し
て
、
差
別
感
覚
が
働
い

た
も
の
と
い
え
ま
す
。

政
治
家
の
繰
り
返
さ
れ
る
「
差
別
」

発
言
、
一
部
自
治
体
や
人
々
に
潜
在

す
る
「
差
別
」
意
識
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
同
時
に
、
自
ら
の
「
内
な
る
差

別

」

も

問

い

直

し

、

共

生

社

会

を

つ

く

り

ま
し
ょ
う
。
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「生産性」で人を差別する怖い自民党

安
倍
首
相
が
打
ち
出
す
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
は
バ
ラ
色
の

日
本
を
描
い
て
い
ま
す
が
、
安
倍
自
民
党
関
係
者
か
ら
は
真
逆
の

「
失
言
」
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
「
失
言
」
の
多
く
は
、
女
性
の

価
値
基
準
を
子
供
を
産
む
か
、
何
人
生
ん
だ
か
ど
う
か
、
さ
ら
に

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
（
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）
は
子
ど
も
を
つ

く
ら
な
い
と
公
然
と
批
判
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
理
由
に
税
金
の
投

入
な
ど
、
公
的
負
担
に
反
対
す
る
な
ど
目
を
覆
う
ひ
ど
さ
で
す
。

問
題
は
こ
う
し
た
発
言
は
こ
れ
ま
で
も
多
々
あ
り
、
こ
う
し
た

主
張
は
一
部
の
人
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
の
問
題
で
す
。

安倍チルドレン
から党幹部まで

社
会
保
障
費
の
全
否
定
に
つ
な
が
る

省
庁
で
発
覚
し
た
障
が
い
者
差
別

「
優
生
思
想
」
が
差
別
・
戦
争
へ



こ
の
選
挙
は
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
反

対
、
沖
縄
の
自
然
と
環
境
を
守
り
、
沖
縄

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
よ
る
県
政
を
継

続
す
る
の
か
、
安
倍
政
権
に
従
属
し
た
県

政
を
再
び
復
活
さ
せ
る
の
か
と
い
う
、
極

め
て
重
要
な
選
挙
で
す
。

政
府
・
防
衛
省
は
自
公
推
薦
の
県
知
事

候
補
の
支
援
の
た
め
に
「
ア
メ
と
ム
チ
」

政
策
を
使
い
分
け
て
い
ま
す
。
沖
縄
県
に

通
知
し
た
8
月
17

日
か
ら
の
辺
野
古
海
域

へ
の
土
砂
埋
め
立
て
を
県
知
事
選
挙
後
に

延
期
し
県
民
を
刺
激
し
な
い
よ
う
に
画
策
。

他
方
、
沖
縄
県
の
埋
め
立
て
承
認
の
撤

回
に
対
す
る
行
政
訴
訟
で
勝
訴
し
た
場
合

に
は
、
遅
延
損
害
金
を
1
日
２
千
万
円
と

算
定
し
、
沖
縄
県
に
請
求
す
る
と
い
う
恫

喝
を
ち
ら
つ
か
せ
て
い
ま
す
。

辺
野
古
新
基
地
建
設
問
題
は
、
現
在
は

辺
野
古
海
域
へ
の
土
砂
埋
め
立
て
を
巡
る

攻
防
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
沖
縄

防
衛
局
は
辺
野
古
海
域
の
埋
め
立
て
に
と

も
な
う
、
沖
縄
県
か
ら
の
行
政
指
導
を
無

視
し
、
工
事
を
強
行
し
て
き
ま
し
た
。
当

初
、
想
定
し
て
い
な
い
大
浦
湾
の
地
盤
が

極
度
の
軟
弱
地
盤
で
あ
る
こ
と
を
防
衛
局

は
2
年
前
か
ら
承
知
し
な
が
ら
工
事
を
続

行
。
ま
た
珊
瑚
類
な
ど
を
移
植
せ
ず
着
工

し
、
自
然
に
影
響
す
る
県
未
承
認
の
工
事

及
び
行
為
を
強
行
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
沖
縄
県
は
行
政
指
導
で
、

実
施
設
計
の
事
前
協
議
の
不
履
行
や
、
埋

立
て
承
認
の
留
意
事
項
で
あ
る
環
境
保
全

対
策
の
不
履
行
、
③
環
境
保
全
処
置
の
変

更
の
知
事
承
認
事
項
の
不
履
行
、
な
ど
3

点
を
指
摘
し
、
7
月
に
沖
縄
防
衛
局
に
即

時
工
事
停
止
の
行
政
指
導
文
書
を
送
り
ま

し
た
。
そ
し
て
一
定
の
手
続
き
を
経
て
、

沖
縄
県
は
８

月
31

日
、
辺

野
古
海
域
の

埋
め
立
て
工

事
の
承
認
を

撤
回
表
明
し

ま
し
た
。

政
府
は
法
的
処
置
で
対
抗
す
る
で
し
ょ

う
が
、
玉
城
知
事
候
補
が
勝
つ
こ
と
が
辺

野
古
新
基
地
建
設
を
止
め
る
道
で
す
。

辺
野
古
に
投
入
す
る
土
砂
は
、
本
土
の

長
崎
、
香
川
、
山
口
、
福
岡
、
熊
本
、
鹿

児
島
の
６
県
が
対
象
と
さ
れ
、
本
土
側
か

ら
の
「
外
来
種
」
に
よ
る
生
態
系
破
壊
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
で

は
6
地
点
で
特
定
外
来
生
物
の
「
ハ
イ
イ

ロ
ゴ
ケ
グ
モ
」
を
確
認
し
て
ま
す
が
、
こ

れ
が
辺
野
古
に
持
ち
込
ま
れ
る
可
能
性
は

高
い
の
で
す
。
一
度
破
壊
さ
れ
た
自
然
は

戻
り
ま
せ
ん
。
沖
縄
・
辺
野
古
の
自
然
は

国
民
の
財
産
で
す
。
政
府
自
民
党
や
財
界

の
「
売
国
」
的
態
度
は
許
せ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
「
日
米
地
位
協
定
」
に
よ
る
沖
縄
県

を
植
民
地
と
錯
覚
す
る
米
軍
に
は
即
刻
退

去
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

沖
縄
県
知
事
選
挙
を

本
土
側
か
ら
も
支
援
し

ま
し
ょ
う
。
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沖縄県 辺野古海域の埋立て工事承認を撤回
沖縄知事選挙に注目、支援しよう！

お問い合わせ先新社会

沖
縄
知
事
選
挙
に
緊
急
カ
ン
パ
し
ま
し
ょ
う
！

■
９
月
13
日
告
示
・
30
日
投
票
の
沖
縄
県
知
事
選
挙
で
の

玉
城
デ
ニ
ー
候
補
の
必
勝
を
願
い
、
緊
急
カ
ン
パ
を
訴
え
ま
す
。

■
郵
便
振
替
口
座
・
番
号
０
０
１
７
０
―
２
―
５
５
４
３
０
６

■
加
入
者
名
・
新
社
会
党
（
必
ず
沖
縄
カ
ン
パ
と
明
記
下
さ
い
）

翁
長
雄
志
沖
縄
県
知
事
の
急
逝
に

よ
る
沖
縄
県
知
事
選
挙
は
９
月
13

日

告
示
、
９
月
30

日
投
票
と
な
り
ま
し

た
。
県
政
与
党
で
あ
る
「
オ
ー
ル
沖

縄
」
は
玉
城
デ
ニ
ー
（
衆
議
院
沖
縄

３
区
・
自
由
党
幹
事
長
）
氏
の
擁
立

を
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
沖
縄
県

知
事
選
挙
は
す
で
に
立
候
補
を
表
明

し
て
い
る
佐
喜
真
淳
・
前
宜
野
湾
市

長
と
の
事
実
上
の
一
騎
打
ち
の
選
挙

戦
と
な
り
ま
し
た
。

ア
メ
と
ム
チ
で
選
挙
に
介
入
の
政
府

沖
縄
・
辺
野
古
は
国
民
的
財
産

県
は
埋
立
て
工
事
の
承
認
を
撤
回
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